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子
ど
も
の
交
通
安
全
な

　
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
こ
と
し
も

去
る
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十

繕
葬

”蝋”

～撚

繊
鱗雛騨瀞

蝿鍵鐘鑑麟羅．酷騰義鵜鰭，幽F

市
内
各
所
で

日
間
全
国
一
せ
い
に
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、
ω
こ
ど

も
の
交
通
安
全
の
確
保
ω
飲
酒
運
転

の
追
放
⑥
土
砂
等
を
運
搬
す
る
大
型

自
動
車
の
安
全
運
転
の
確
保
が
強
力

に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
市
交
通
対
策
協

議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
市
内
五
カ

所
で
、
市
の
三
役
を
は
じ
め
と
す
る

市
役
所
職
員
、
市
会
議
員
、
市
農
協

運
転
管
理
番
．
安
全
協
会
、
商
工
会

議
所
、
青
年
会
議
所
、
運
転
者
協
会

織
物
組
含
、
母
の
会
な
ど
の
各
団
体

が
街
頭
指
導
に
あ
た
り
、
市
民
総
ぐ

る
み
の
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
①
日
中
時
間
が
短
か

く
な
る
。
②
寒
さ
に
向
う
の
で
酒
を

の
み
た
く
な
る
。
③
雨
の
日
が
多
い

の
で
視
界
が
悪
く
ス
リ
ッ
プ
す
る
。

④
収
穫
期
や
越
冬
進
備
で
精
神
的
に

街
頭
指
導

不
安
な
時
期
と
な
っ
て
く
る
な
ど
の

自
然
的
条
件
か
ら
事
故
が
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
気
温
が
さ
が
る
に
つ
れ
て
、

車
の
調
子
も
悪
く
な
っ
て
い
く
も
の

が
多
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い

て
運
転
者
の
皆
さ
ん
方
か
ら
自
覚
し

て
い
た
だ
き
、
安
全
運
転
を
行
な
い

交
通
事
故
の
起
き
な
い
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
こ
と
し
一
月
か
ら
九
月
ま
で

長
官
表
彰

に
輝
く

十
日
町
市
消
防
後
援
会

十
日
町
市
消
防
後
援
会
は
、
昭
和
四

十
三
年
度
消
防
関
係
安
全
功
労
団
休

と
し
て
こ
の
ほ
ど
、
消
防
庁
長
官
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
同
後
援
会
は

の
十
日
町
市
及
び
中
魚
沼
郡
内
の
交

通
事
故
の
発
生
状
況
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま

す
．発

生
　
百
十
七
件
（
昨
年
同
期
九
十

　
　
　
一
件
）

死
者
　
六
人
（
昨
年
同
期
六
人
）

傷
者
　
百
二
十
一
人
（
昨
年
同
期
百

　
　
　
十
二
人
）

　
ま
た
原
囚
の
主
な
も
の
は
、
わ
き

見
運
転
二
十
七
件
、
と
び
出
し
（
大

人
、
子
供
）
十
九
件
、
徐
行
違
反
十

六
件
、
ス
ピ
ー
ド
出
し
過
ぎ
十
二
件

酒
よ
い
六
件
。

蟹
保
険
料
が
あ
が
り
ま
す

来
年
一
月
分
か
ら
五
十
円

　
来
年
一
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

が
五
十
円
あ
が
り
ま
す
。

　
現
在
二
百
円
の
人
（
二
十
才
～
三

十
四
才
）
が
二
百
五
十
円
。
二
百
五

十
円
の
人
（
三
十
五
才
以
上
）
は
三

百
円
に
な
り
ま
す
。

　
毎
月
納
め
る
保
険
料
は
、
加
入
者

の
み
な
さ
ん
が
老
後
に
受
け
ら
れ
る

老
齢
年
金
の
原
資
と
し
て
積
み
た
て

ら
れ
ま
す
。
ま
た
国
民
年
金
で
は
、

火
災
予
防
の
普
及
に
特
に
功
労
が
あ

っ
た
も
の
で
、
秋
の
消
防
演
習
で
伝

達
さ
れ
ま
す
。

そ
の
時
そ
の
時
の
生
活
水
準
に
見
合

っ
た
給
付
が
で
き
る
よ
う
改
善
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
給
付
額
に
見
合
う

保
険
料
が
必
要
に
な
る
の
も
や
む
を

得
な
い
こ
と
で
す
．
一
昨
年
の
法
律

改
正
で
、
二
十
五
年
納
め
た
人
の
給

付
額
は
六
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
そ
れ
ま
で
二
万
四
千
円
だ
っ

た
年
金
額
の
約
二
・
五
借
う
わ
ま
わ

っ
た
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
百
円
と
百
五

十
円
だ
っ
た
保
険
料
が
引
き
ト
げ
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
一
度
に

引
き
上
げ
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
据
置

期
間
を
お
い
て
段
階
的
に
わ
け
て
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

そ
し
て
、
四
十
二
年
一
月
分
か
ら
百

円
の
人
を
二
百
円
に
、
百
五
十
円
の

人
は
二
百
五
十
円
に
改
定
し
、
四
十

四
年
一
月
分
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五
十
円

増
額
し
た
二
百
五
十
円
と
三
百
円
に

　
新
潟
県
市
議
会
議
長
会
秋
期
総
会

は
、
去
る
八
日
午
後
二
時
か
ら
十
日

町
商
工
福
祉
会
舘
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
県
下
二
十
市
の
正
、
副

議
長
の
ほ
か
　
各
而
議
会
事
務
局
長

ら
約
六
十
名
が
出
席
、
樋
口
開
催
地

議
長
、
村
山
市
議
会
議
長
会
々
長
、

（
新
潟
市
）
地
元
村
山
市
長
ら
の
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
新
議
長
、
副
議
長

の
紹
介
が
あ
っ
て
会
議
に
入
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
先
だ
ち
見
附
市
か
ら

大
火
見
舞
の
お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
．
会
議
は
地
元
樋
口
氏
を
議
長
に

ω
食
糧
管
理
法
制
度
堅
持

②
地
方
交
付
税
の
積
雪
度
補
正
な
ど

各
議
案
を
一
括
上
程
、
審
議
の
結
果

万
場
一
致
で
各
議
案
を
採
択
、
来
る

十
月
十
六
日
富
山
市
で
開
か
れ
る
北

信
越
議
長
会
に
提
出
す
る
議
案
に
つ

い
て
正
．
副
会
長
に
一
任
す
る
こ
と

を
承
認
し
た
あ
と
、
次
期
総
会
の
開

催
地
を
見
附
市
と
決
定
し
、
午
後
四

時
閉
会
し
ま
し
た
．

地方交付税の積雪度

補正などを採択

県市議会議長会秋期総会終わる

◎
国
鉄
経
営
上
の
赤
字
を
地
方
都
市

へ
の
し
わ
寄
せ
排
除
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
新
津
而
提
出
）

◎
積
雪
寒
冷
指
定
路
線
の
完
全
無
雪

化
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
市
提
出
）

◎
地
方
交
付
税
の
積
雪
度
補
正
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
市
提
出
）

◎
人
口
動
態
調
査
委
託
費
増
額
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
市
提
出
）

◎
都
市
に
お
け
る
公
共
事
業
推
進
の

た
め
、
未
利
用
国
有
地
の
払
い
下
げ

又
は
貸
し
付
け
等
に
つ
い
て
、
国
は

積
極
的
に
協
力
し
、
か
つ
公
共
性
を

考
え
払
い
下
げ
価
格
並
び
に
貸
し
付

け
料
等
も
特
に
軽
減
さ
れ
、
地
方
都

市
開
発
の
た
め
特
段
の
配
慮
方
を
要

望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
直
江
津
而
提
出
）

◎
上
越
農
業
経
済
圏
の
指
導
態
勢
の

強
化
と
援
助
の
増
大
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
新
井
市
提
出
）

消
防
関
係
に
寄
付

◎
日
本
大
相
撲
特
別
興
業
実
行
委
員

会
は
．
こ
の
ほ
ど
消
防
施
設
拡
充
資

金
に
と
興
業
に
よ
る
益
金
百
一
万
円

を
寄
付
。

◎
市
内
宮
下
西
撚
糸
業
南
雲
房
太
郎

さ
ん
は
、
消
防
庁
舎
増
築
資
金
に
と

一
万
円
を
寄
付
。

◎
市
内
袋
町
飲
食
業
魚
清
、
根
津
春

美
さ
ん
は
香
典
返
し
と
し
て
一
万
円

を
消
防
庁
舎
増
築
資
金
に
寄
付
。

引
き
あ
げ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
保
険
料
の
引
き
あ
げ
を

す
れ
ば
、
国
が
負
担
す
る
額
を
増
額

す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
保
険
料

が
二
百
五
十
円
の
人
に
は
百
二
十
五

円
、
三
百
円
の
人
に
は
百
五
十
円
を

国
が
た
し
ま
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
生
活
水
準
が
、
日
進
月
歩
向
上
し

て
い
く
現
在
、
老
後
に
受
け
る
年
金
周

は
．
非
常
に
重
要
な
役
目
を
も
つ
も
鼎

の
と
な
り
ま
す
。

　
い
ま
国
は
、
学
識
経
験
者
を
集
め
㎜

て
、
昭
和
四
十
四
年
に
年
金
制
度
の
㎜

改
善
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
一
層
㎜

大
幅
に
年
金
額
を
引
き
あ
げ
る
こ
と
鼎

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

刀
な
ど
の
登
録
審

査
会

　
　
二
十
五
日
公
民
舘
で

　
各
市
提
出
の
議
案
は
つ
ぎ
の
と
お

り
o

◎
食
糧
管
理
制
度
堅
持
等
に
つ
い
て

　
　
（
新
津
市
、
新
発
田
市
提
出
）

翻

購
灘
耀
鱗
鵠
麟
蟹

料

と
　
　
き

材
料
費

講
　
師

理
　
教
　
室

十
月
十
九
日
（
土
）

午
後
一
時
か
ら

川
魚
の
料
理
の
し
方
（
鯉

を
含
む
）

二
百
円

芽
生
会

手
　
芸
　
教
　
室

と

き

”
講
　
師

十
月
二
十
二
日
（
火
）

夜
七
時
～
十
時

「
カ
ー
デ
ー
ガ
ン
の
カ
ギ

編
み
」
「
ス
ト
ー
ル
」

田
村
恭
子
先
生

青
年
学
級
文
化
祭

と

き

㎜
…
と
こ
ろ

　
刀
な
ど
の
登
録
審
査
会
が
つ
ぎ
の

と
お
り
開
か
れ
ま
す
。
未
登
録
の
ま

審
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
出
か
、

け
く
だ
さ
い
。
な
お
刀
な
ど
を
持
参

す
る
場
合
は
、
包
装
等
持
ち
歩
き
に

充
分
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
場
　
十
日
町
市
公
民
舘
、
第
二
会

　
議
室
（
学
校
町
、
体
育
舘
と
な
り
）

日
時
　
十
月
二
十
五
日
（
金
曜
日
）

　
午
前
＋
時
～
午
後
三
時

　
（
時
間
内
に
お
出
か
け
い
た
だ
か

　
な
い
と
、
審
査
を
受
け
ら
れ
ま
せ

　
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

持
参
す
る
も
の

ω
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
㎜

　
剣
類

②
警
察
署
か
ら
交
付
を
受
け
た
「
銃
㎜

　
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
受
理
証
」

③
登
録
手
数
料
　
一
件
に
つ
き
四
百
…

　
円

④
印
か
ん

ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
な
く
．
必
ら
ず
謙

納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間

　
十
日
町
税
務
署
で
は
、
十
一
月
一

日
か
ら
十
日
ま
で
の
十
日
間
を
納
税

者
の
声
を
聞
く
旬
間
と
し
て
「
納
税

者
の
声
を
聞
く
ム
云
．
税
の
ア
ン
ケ
ー

ト
、
署
内
見
学
、
税
務
相
談
　
通
信

（
手
紙
）
相
談
、
署
長
の
納
税
者
訪

閲
」
等
の
行
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。　

こ
の
旬
間
は
全
国
的
に
行
な
わ
れ

る
も
の
で
、
納
税
者
か
ら
意
見
や
要

望
を
求
め
税
務
行
政
の
施
策
や
運
営

面
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て

納
税
者
と
の
意
思
の
そ
つ
う
を
図
り

「
親
し
み
や
す
い
税
務
署
」
と
し
て

そ
の
推
進
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
多
数
の
納
税
者

か
ら
の
意
見
、
要
望
。
相
談
等
が
よ

せ
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

十
一
月
二
日
（
土
）
三
日

（
日
）

中
央
公
民
舘

料
　
理
　
教
　
室

と
　
　
き

講
師

材
料
費

十
一
月
七
日
（
木
）

午
後
一
時
か
ら

「
キ
ノ
コ
の
料
理
の
し

方
」

芽
生
会

二
百
円

青
少
年
ホ
ー
ム
だ
よ
り

　
◎
茶
道
教
室
ハ
イ
キ
ソ
グ

　
　
十
月
二
十
日
（
日
）

　
　
八
箇
峠

駅
◎
ス
ポ
ー
ッ
教
室

　
　
十
月
二
十
七
日
（
日
）

　
　
午
後
七
時
三
十
分

　
　
「
体
力
づ
く
り
」

自
動
車
税
（
第
二
期
）

は
今
月
末
ま
で

　
　
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
十

　
月
十
七
日
頃
お
手
も
と
に
届
く
予
定

　
で
す
。
月
末
は
収
納
期
間
が
こ
み
あ

瓢
う
こ
と
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

　
は
や
め
に
も
よ
り
の
銀
行
、
郵
便
局

　
ま
た
は
財
務
事
務
所
窓
口
で
納
付
し

　
て
く
だ
さ
い
．

　
　
自
動
車
の
移
転
、
抹
消
、
廃
車
等

　
の
手
続
き
を
要
す
る
も
の
は
は
や
め

　
に
手
続
き
を
し
ま
し
｝
う
。
手
続
き

　
が
遅
れ
ま
す
と
納
税
者
（
所
有
者
）

　
が
不
利
益
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

㎜
㎜
す
．

　
　
　
　
　
1
十
日
町
財
務
事
務
所
ー

320
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出
稼
き
相
談
は
連
絡
員
に

　
出
稼
ぎ
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
市
農
業
委
員
会
で
は
、
出
稼

ぎ
す
る
前
に
事
故
の
な
い
よ
う
つ
ぎ

の
こ
と
を
呼
び
か
け
、
出
稼
ぎ
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
な
お
農
業

委
員
会
の
ほ
か
、
つ
ぎ
の
連
絡
員
並

び
に
調
査
員
が
相
談
相
手
に
な
っ
て

く
れ
ま
す
。

一
、
労
彷
者
募
集
の
勧
誘
を
う
け
た

　
と
き
o

ω
募
集
し
よ
5
と
す
る
求
人
者
（
事

　
業
所
）
が
管
轄
の
安
定
所
に
求
人

　
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
か
ど
う

労
働
条
件
の
確
認
が
大
切

　
か
確
認
す
る
こ
と
。

ω
求
人
者
が
直
接
又
は
委
託
で
労
彷

　
者
を
募
集
し
よ
う
と
す
る
場
合
は

　
労
彷
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
の
で
、
募
集
人
が
募

　
集
許
可
を
う
け
て
い
る
こ
と
を
証

　
明
す
る
「
募
集
従
事
者
手
帳
」
を

　
所
持
し
て
い
る
か
を
確
認
し
て
く

　
だ
さ
い
。

二
、
就
労
す
る
に
は
次
の
労
彷
条
件

　
等
の
確
認
が
必
要
で
す
。

ω
誰
れ
に
雇
用
さ
れ
、
ど
こ
で
彷
く

　
の
か
．

［
二
＋
日
に
轄
蠣
響

　
市
消
防
団
（
十
日
町
、
川
治
）
地

区
秋
季
消
防
演
習
は
、
十
月
二
十
日

（
日
）
午
前
七
時
半
の
点
鐘
を
合
図

に
川
治
地
区
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
参
加
人
員
は
消
防
署
三
十
八
名
、

十
日
町
、
川
治
地
区
消
防
団
四
百
十

九
名
、
合
計
四
百
五
十
七
名
で
、
川

治
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
及
び
川
治
市
街

地
で
規
律
訓
練
、
消
防
機
械
器
具
点

検
、
ポ
ン
プ
操
法
　
仮
想
演
習
、
市

中
行
進
な
ど
が
あ
っ
て
消
防
長
の
講

評
、
市
長
の
訓
示
、
表
彰
伝
達
で
行

事
を
終
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
か
（
仕
事

　
の
内
容
）

③
彷
く
時
間
、
休
憩
、
休
日
、
時
間

　
外
労
仇
、
深
夜
労
仇
の
有
無
と
、

　
時
間
外
労
仇
と
、
深
夜
労
切
の
手

　
当
額
は
ど
う
か
。

㈲
基
本
賃
金
は
ど
れ
位
か
、
月
給
か

　
時
間
給
か
、
請
負
か
、
請
負
の
場

　
合
そ
の
計
算
方
法
は
ど
う
か
。

三
、
賃
金
不
払
い
の
間
題
が
発
生
し

　
た
と
き
は
す
み
や
か
に
就
労
地
の

　
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
、
ま

　
た
は
労
彷
基
準
監
督
署
に
申
し
出

　
て
措
置
を
依
頼
す
る
こ
と
。
ま
た

　
併
せ
て
出
身
地
の
安
定
所
に
も
そ

　
の
事
情
と
不
払
額
を
連
絡
す
る
こ

　
と
」

四
、
安
定
所
紹
介
で
就
労
し
た
が

　
労
彷
条
件
が
違
う
の
で
使
用
者
と

　
話
し
合
っ
た
が
、
解
決
の
み
と
お

　
し
が
な
い
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、

　
そ
の
内
容
の
紹
介
を
受
け
た
安
定

　
所
に
至
急
連
絡
す
る
こ
と
。

五
、
就
労
中
災
害
に
あ
っ
た
と
き
は

　
事
業
主
か
ら
証
明
を
も
ら
い
、
治

　
療
を
う
け
る
こ
と
．
万
一
事
業
所

　
が
労
災
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

　
と
き
は
、
使
用
者
に
補
償
を
請
求

　
す
る
こ
と
。
も
し
事
業
主
が
そ
れ

　
を
聞
き
入
れ
な
い
と
き
は
、
す
み

　
や
か
に
労
仙
基
準
監
督
署
、
ま
た

　
は
紹
介
し
た
安
定
所
に
申
し
出
る

　
こ
と
。

　
就
業
相
談
連
絡
員

樋
口
武
（
塩
野
）
保
坂
金
三
（
土

市
）
田
村
平
八
郎
（
中
条
旭
町
）
富

井
武
正
（
馬
場
）
児
玉
伝
吉
（
稲

葉
）
湯
川
正
夫
（
関
根
）
庭
野
友
治

（
小
貫
）
岩
田
孫
太
郎
（
新
水
）
米

山
豊
平
（
新
保
）
佐
野
博
一
　
（
高

島
）
池
田
源
一
郎
（
猿
倉
）
飯
塚
長

利
（
水
沢
市
之
沢
）
柳
永
久
（
麻

畑
）
水
落
増
栄
（
漉
野
）
尾
身
和
幸

（
鉢
）

　
調
査
員

春
川
栄
光
（
赤
倉
）
阿
部
文
作
（
東

枯
木
又
）
大
津
未
松
（
三
ッ
山
）
村

山
福
二
郎
（
上
新
田
）
樋
熊
武
（
廿

日
域
）
小
宮
山
勝
弘
（
慶
地
）
春
日

重
尚
（
樽
沢
）
江
村
大
介
（
中
手
）

小
海
保
（
名
ク
山
）
雲
野
軍
一
（
孕

石
）
桑
原
丑
太
郎
（
塩
之
叉
）
金
沢

安
勝
（
珠
川
）
樋
口
定
雄
（
池
沢
）

古
沢
博
（
安
養
寺
）
佐
野
武
市
（
細

尾
）

H
月
8
日
か
ら
年
賀
は
が
き
発
売

十
日
町
局
割
当
三
十
九
万
五
干
枚

　
年
賀
は
が
き
の
発
売
は
、
こ
と
し

は
昨
年
よ
り
三
日
早
い
十
一
月
八
日

か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
郵
便
局
管
内
か
ら
売
出
さ

れ
る
年
賀
は
が
き
は
、
寄
付
金
の
な

い
も
の
（
七
円
）
二
十
八
万
二
千
枚

寄
付
金
つ
き
の
も
の
（
八
円
）
十
一

万
三
千
枚
、
計
三
十
九
万
五
千
枚
が

こ
と
し
の
割
当
で
（
本
局
を
は
じ
め

六
箇
局
、
十
日
町
高
田
局
、
各
売
さ

ば
き
所
を
含
ん
だ
枚
数
）
で
す
。

　
年
賀
は
が
き
の
寄
付
金
は
中
央
共

同
募
金
、
日
赤
を
通
じ
て
全
国
の
不
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1
　
主
催
　
十
日
町
市

2
　
主
管
　
十
日
町
市
公
民
舘
、
十

　
日
町
市
美
術
振
興
会

3
　
後
援
　
十
日
町
商
工
会
議
所
、

　
十
日
町
新
聞
社
　
越
路
新
報
社
．

　
＋
日
町
タ
イ
ム
ス
社

4
　
会
期
　
昭
和
四
十
三
年
十
一
月

　
八
日
（
金
）
九
日
（
土
）
十
日

　
（
日
）
午
前
九
時
～
午
後
五
時

5
　
会
場
　
十
日
町
市
公
民
舘

6
　
資
格
　
中
魚
沼
郡
、
十
日
町
市

　
在
住
者

7
作
品
　
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。
　
（
た
だ
し
未
発
表
作
品
の

　
こ
と
）

第
一
部
日
本
画
（
額
縁
付
き
、
五

　
十
号
以
内
）

第
二
部
洋
画
油
絵
、
水
彩
、
パ

　
ス
テ
ル
、
デ
ッ
サ
ン
（
額
縁
付
き

　
五
十
号
以
内
）

第
三
部
　
版
画
（
額
縁
付
き
、
五
十

　
号
以
内
）

第
四
部
　
書
道
（
枠
張
り
表
装
　
半

　
切
以
下
、
釈
文
票
添
付
の
こ
と
）

第
五
部
　
写
真
（
台
紙
付
き
、
四
ツ

　
切
り
）

第
六
部
　
新
し
い
美
術
　
超
絵
画
的

　
な
も
の
（
常
識
以
上
の
大
き
さ
を

　
こ
え
な
い
こ
と
）

※
　
出
品
者
は
必
ず
本
展
出
品
目
録

　
を
作
品
と
x
も
に
提
出
し
、
作
品

　
れ
に
あ
て
ま
す
。

③
審
査
は
委
嘱
の
審
査
員
が
お
こ

　
な
い
ま
す
。

④
審
査
及
び
展
示
に
つ
い
て
は
出

　
品
者
の
異
議
申
し
立
て
を
認
め

　
ま
せ
ん
、

⑤
審
査
会
は
十
一
月
六
日
（
水
）

　
十
日
町
公
民
舘
で
お
こ
な
い
ま

　
す
。

籐
の
搬
入
は
十
　
月
五
日
ま
で

才
一
回
十
日
町
市
美
術
展

　
の
裏
面
に
題
名
等
を
記
入
し
た
出

　
品
票
を
は
っ
て
天
地
を
明
示
し
て

　
く
だ
さ
い
。

8
　
出
品
料
　
一
点
二
百
円

9
　
審
査
展
示

　
①
一
般
応
募
作
品
は
す
べ
て
審
査

　
　
し
、
入
選
作
品
の
み
展
示
し
ま

　
　
す
。

　
②
入
選
発
表
は
展
示
を
も
っ
て
こ

　
⑥
受
付
を
す
ま
せ
た
作
品
は
、
い

　
　
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
返
品

　
　
期
日
ま
で
搬
出
を
認
め
ま
せ
ん

10

　
表
彰

　
①
入
選
作
品
で
優
秀
な
も
の
に
は

　
　
市
長
賞
、
奨
励
賞
を
授
与
し
ま

　
　
す
。

②
入
賞
者
に
は
通
知
し
新
聞
発
表

　
　
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
③
表
彰
式
は
十
一
月
十
日
（
日
）

　
　
午
後
一
時
～
三
時
。
十
日
町
公

　
　
民
館
で
お
こ
な
い
ま
す
。

”
　
搬
入
出

　
①
搬
入
は
十
一
月
五
日
（
火
）
午

　
　
前
九
時
～
午
後
九
時
．
＋
日
町

　
　
市
公
民
舘
に
持
参
し
て
く
だ
さ

　
　
い
。

　
②
搬
出
は
＋
一
月
十
日
（
日
）
午

　
　
後
六
時
～
七
時
及
び
十
一
日

　
　
（
月
）
午
前
九
時
～
十
二
時
、

　
　
十
日
町
市
公
民
舘
に
と
り
に
来

　
　
て
く
だ
さ
い
。

12

　
保
管
責
任

　
①
公
災
害
に
伴
う
事
故
に
つ
い
て

　
　
の
責
任
は
お
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
②
搬
出
日
以
後
の
責
任
は
お
わ
れ

　
　
ま
せ
ん
．

13

　
そ
の
他
本
会
の
事
務
局
は
次

　
の
通
り
で
す
。
詳
細
は
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

　
十
日
町
市
公
民
舘
（
十
日
町
市
学

　
校
町
、
電
二
〇
八
O
）

幸
な
方
々
へ
お
く
ら
れ
ま
す
。
な
お

同
局
か
ら
の
お
願
い
で
郵
便
番
号
は

忘
れ
な
い
で
書
く
よ
う
望
ん
で
い
ま

す
。　

　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

お
祝
い
電
報
は

早
目
に

配
達
日
時
指
定
電

報
で

　
電
報
電
話
局
で
は
、
大
安
吉
日
は

お
祝
い
電
報
が
こ
み
あ
っ
て
一
一
五

番
の
話
し
中
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
当
日
申
し
込
ん
で
も
配
達
が

遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
に
次
の
こ
と
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。

　
お
祝
い
電
報
は
、
挙
式
日
の
前
に

配
達
日
時
指
定
電
報
で
お
出
し
く
だ

さ
い
。
配
達
日
時
指
定
電
報
は
、
配

達
を
し
て
ほ
し
い
日
の
十
日
前
か
ら

受
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
配
達
日
時
指
定
電
報
は
、
電

報
料
の
ほ
か
に
十
円
で
す
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

住
み
よ
い
郷
土
を

つ
く
る
郵
便
貯
金

　
郵
便
貯
金
は
大
蔵
省
資
金
運
用
部

に
集
め
ら
れ
た
あ
と
、
国
の
財
政
融
…

資
資
金
と
し
て
地
方
公
共
団
体
、
公

社
等
に
貸
出
さ
れ
ま
す
。
新
潟
県
下

で
五
百
九
十
億
円
、
十
日
町
市
で
は

上
水
道
事
業
、
保
育
所
、
中
学
校
建

設
な
ど
に
【
億
四
百
万
円
が
そ
れ
ぞ
…

れ
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
郵
政
省
で
は
、
今
月
「
住
み
よ
い

郷
土
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
」
ま
た
十

一
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
「
年
末
、

年
始
郵
便
貯
金
増
強
運
動
」
を
全
国

一
せ
い
に
実
施
し
ま
す
が
、
公
共
の
㎜

事
業
に
大
き
な
彷
き
を
し
て
い
る
こ
㎜

の
郵
便
貯
金
の
増
強
が
強
く
望
ま
れ
餌

て
い
ま
す
。

　
　
ぶ
ど
う
酒
は
つ

　
　
く
ら
れ
ま
せ
ん

　
ぶ
ど
う
や
り
ん
ご
の
季
節
が
や
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
最
近
ぶ
ど
う
等

果
実
栽
培
の
普
及
に
つ
れ
て
ぶ
ど
う

を
原
料
と
し
て
ぶ
ど
う
酒
を
造
る
こ

と
が
一
般
家
庭
に
も
ま
ま
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
果
実
等
を
原
料
と
し
た
酒
類
の
う

ち
、
飲
用
と
し
て
家
庭
で
も
造
っ
て

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、

「
梅
、
み
か
ん
、
す
も
も
、
か
り
ん

い
ち
ご
、
に
ん
に
く
、
く
こ
、
く
わ

ま
た
た
び
、
と
ち
、
さ
る
な
し
、
ぐ

み
」
お
よ
び
ア
ル
コ
ー
ル
分
二
十
度

以
上
の
酒
（
し
よ
う
ち
ゅ
）
等
を
原

料
と
し
て
は
っ
こ
う
さ
せ
な
い
も
の

に
限
ら
れ
（
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て

ぶ
ど
う
酒
は
梅
酒
な
ど
と
ち
が
っ
て

法
律
ヒ
許
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
酒
類
の
製
造
免
許
を
受
け
な
い
で

家
庭
で
ぶ
ど
5
酒
や
り
ん
ご
酒
を
造

る
こ
と
は
酒
税
法
に
違
反
し
ま
す
か
…

ら
密
造
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

肢
体
不
自
由
児
の
巡
回
相
談

　
来
る
十
月
三
十
日
十
日
町
保
健
所

で
、
手
足
の
不
自
由
な
十
八
才
未
満

の
方
の
巡
回
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
巡
回
相
談
は
、
手
足
が
不
自

由
な
児
童
の
診
断
や
、
機
能
訓
練
指

導
、
ま
た
は
ま
ぐ
み
学
園
入
所
適
応

制
定
．
そ
の
他
日
頃
お
困
り
の
こ
と

に
つ
い
て
相
談
い
た
し
ま
す
。
今
ま

で
に
巡
回
相
談
を
受
け
ら
れ
た
方
も

結
構
で
す
の
で
遠
慮
な
く
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
＋
月
二
十
六
日

ま
で
に
、
十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務

所
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
は

午
前
九
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で
受
付

け
い
た
し
ま
す
。

翻
　
十
月
は
ー
天
高
く
馬
こ
ゆ
る
秋
i

．
i
と
む
か
し
か
ら
い
わ
れ
て
い
ま
す

　
が
、
こ
の
ご
ろ
で
は
、
そ
の
馬
を
見

　
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
馬

皿
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
い
季
節
に
、

”
お
お
い
に
栄
養
を
つ
け
、
十
分
な
運

㎜
動
を
し
て
、
健
康
増
進
に
つ
と
め
ま

　
し
ょ
う
o

　
　
と
も
か
く
十
月
は
旅
行
シ
ー
ズ
ン

一
で
す
。
お
仕
事
の
合
い
間
を
み
て
、

”
お
出
か
け
に
な
る
の
も
た
の
し
め
る

㎜
も
の
で
す
。
旅
先
き
で
の
の
み
過
ぎ

…
食
べ
過
ぎ
と
と
も
に
、
交
通
事
故
な

　
ど
に
も
十
分
注
意
い
た
し
ま
し
ょ

　
う
o

　
　
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
灯
下
親
し
む
候

　
で
す
。
月
末
か
ら
読
書
週
間
が
始
ま

一
り
、
十
一
月
に
か
け
て
、
本
に
親
し

　
む
行
事
も
多
く
な
り
ま
す
。
わ
た
く

　
し
た
ち
の
生
活
を
ふ
り
返
っ
て
、
本

　
が
、
こ
の
辺
で
、
も
う
一
度
「
良
い

　
本
を
読
む
」
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し

　
よ
5
0

　
【
衣
】
さ
て
、
十
月
は
セ
！
タ
ー
の

　
季
節
で

　
す
。
色

と
り
ど

り
の
セ

ー
タ
ー

を
着
た

ご
婦
人

の
姿
は

な
か
な

か
美
し

い
も
の

で
す
。

　　　　　　　　　　　膿　　　　　　　　　灘　　　　　　　講　　　　　鰹

　
　
そ
の
セ
ー
タ
ー
を
長
も
ち
さ
せ
る

　
た
め
に
、
ぬ
い
だ
と
き
に
ち
ょ
っ
と

　
手
入
れ
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ω

　
ぬ
い
だ
ら
軽
く
ホ
コ
リ
を
は
た
き
出

　
す
。
②
ヒ
ジ
が
の
び
て
い
た
ら
キ
リ

　
を
吹
き
か
け
、
形
を
と
と
の
え
て
、

　
陰
干
し
に
し
て
お
く
。
⑥
寝
る
前
に

　
キ
チ
ン
と
た
た
λ
、
ソ
デ
の
部
分
だ

…
け
フ
ト
ン
の
下
に
し
い
て
お
く
。
④

　
エ
リ
や
ソ
デ
ロ
を
時
々
ベ
ソ
ジ
ン
で

．
き
れ
い
に
し
て
お
く
な
ど
。

　
【
食
】
十
月
は
く
だ
も
の
の
豊
富
な

　
月
で
す
。
な
し
や
か
ぎ
、
ぶ
ど
う
は

　
い
ち
ば
ん
の
食
べ
ご
ろ
で
、
リ
ン
ゴ

　
と
つ
づ
き
、
早
生
の
、
ミ
カ
ン
も
わ
た

”
”
く
し
た
ち
の
口
に
は
い
り
ま
す
。

　
　
リ
ン
ゴ
は
生
食
す
る
ば
か
り
で
な

　
く
、
サ
ラ
ダ
に
入
れ
た
り
、
ジ
ャ
ム

　
に
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と
加
工
で
き

瑞
ま
す
。
か
き
も
ご
ま
あ
え
に
し
た
り

”
”
大
根
お
ろ
し
で
食
べ
る
の
も
お
い
し

い
も
の
で
す
．
リ
ン
ゴ
や
か
き
を
う

す
く
切
っ
て
テ
ン
ブ
ラ
に
あ
げ
て
も

な
か
な
か
お
い
し
い
味
が
し
ま
す
。

魚
介
類
も
、
た
く
さ
ん
出
回
り
ま
す

お
い
し
い
の
は
、
す
る
め
い
か
、
ハ

ゼ
、
カ
キ
、
ア
カ
エ
ビ
な
ど
。

　
野
菜
類
も
、
白
菜
を
は
じ
め
、
新

キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根
、
や
わ
ら
か
い
長

ね
ぎ
な
ど
、
十
月
は
、
お
そ
う
ざ
い

の
材
料
の
豊
富
な
月
で
す
。
季
節
の

も
の
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
、
お
い

し
い
食
事
を
作
り
ま
し
ょ
う
．

【
住
】
夏
中
使
っ
て
い
た
レ
ー
ス
の

カ
ー
テ
ン
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
夏
物
の
家
具
な
ど
も
、

早
め
に
手
入
れ
を
し
て
し
ま
い
ま
し

ょ
う
o

　
も
う
台
風
の
心
配
も
な
い
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
い
た
め
ら
れ
た
住
居
の

あ
ち
こ
ち
を
点
検
し
て
、
冬
を
迎
え

る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
．
こ
の
仕
事

は
男
手
で
す
。
つ
い
で
に
家
の
周
囲

の
み
ぞ
の
ご
み
な
ど
も
き
れ
い
に
し

て
お
ぎ
ま
し
ょ
づ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
の
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扱
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ろ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
、
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
電

気
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
の
二
つ
や
三
つ
お
い
て

い
な
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
そ
の
ス
ト
ー
ブ
は
、
長
い

冬
を
使
う
の
で
、
維
持
費
の
安
さ
と

い
う
こ
と
か
ら
、
圧
倒
的
に
石
油
ス

ト
ー
ブ
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

こ
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
も
二
、
三
年
前

に
く
ら
べ
て
．
い
ろ
く
な
点
で
改

良
さ
れ
、
安
全
で
、
効
率
の
よ
い
品

が
出
回
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
外

国
製
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
も
、
た
く
さ

ん
の
種
類
が
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
次
に
　
使
用
の
場
所
、
和
室
か
洋

室
か
、
室
全
体
を
暖
め
る
た
め
か
、
直

接
熱
を
体
に
当
て
る
た
め
か
な
ど
販

売
店
に
相
談
し
て
買
う
こ
と
で
す
。

．
タ
バ
コ
は
市
内
て
買
い
ま
し
ょ
う

　
タ
バ
コ
の
代
金
の
う
ち
か
ら
納
入
さ
れ

　
る
税
金
は
、
市
の
道
路
、
学
校
等
の

　
経
費
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

．
誕
搬
響
鑑
ρ
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